
初心者向けセミナー

掲げるだけで終わらない！

具体的な実践につなげる
DE&Iセミナー

講師 (株)アクティブアンドカンパニー コンサルティング事業部

三上 真央
略歴

開催日程

参加方法セミナーのポイント

1.DE&Iとは
2.組織のタイプに応じたDE&Iの在り方とは
3.方針を掲げるだけで終わらないためには

WEB会議アプリ「Zoom」を使用

◆対象者 経営者、人事部門責任者
◆定 員 100名

12月26日 火

お申込みはこちら https://www.aand.co.jp/event/

参加費無料

100
限
定 名

大学在籍時に大学のLGBTQAサークルの代表を務め、その縁で、
大学の「LGBT等に関する筑波大学の基本理念と対応ガイドライ
ン」の策定に関わる。「居心地の良い組織」や「集合知を集める
ための共創プラットフォーム」をテーマに、人文社会科学の領域
から、フィールドワークを通して、仏教寺院のコミュニティや技
術系のユーザー参加型コミュニティの研究を行っている。セク
シュアリティと宗教の関係に関する研究を基にした、著書『クィ
アの民俗学』、『生きづらさの民俗学』がある

セミナー概要

人的資本経営への推進と共にDE&Iも注目される
ようになりました。しかし、中には会社の方針
として掲げているものの、具体的な施策まで進
んでいない事例も聞きます。今回は、これから
DE&Iを考える方に向けて、DE&Iの概念につい
て考える概念編、具体的な施策や体制に落とし
込む実践編に分けてご紹介いたします。



【個人情報の取り扱いについて】
本セミナーは、ご入力いただいた個人情報の提供に同意いただける方のみ申し込みを受け付けます。
ご入力いただいた個人情報は、当社の個人情報保護方針に基づき、適正にお取り扱いいたします。（お問い合わせ先：privacy@aand.co.jp）
【お問い合わせ先】
株式会社アクティブアンドカンパニーセミナー事務局
〒102-0074 東京都千代田区九段南3-8-11 飛栄九段ビル5階【TEL】03-6231-9505 【FAX】03-6231-9506 【e-mail】aac-seminar@aand.co.jp

DE&Iの推進、方針を掲げるだけで終わっていませんか？

対象者

開催日程

開催方法

定員

参加費 無料

申込方法

期日

2023年12月25日（月）までに、WEBにてお申し込み下さい。

※但し、定員に達した場合には、その時点で申し込み締め切りとさせていただきますので、予めご了承下さい。

注意事項
WEBセミナーのため、会場へご来場いただく必要はございません。

1社につき2名様までのお申し込みとさせていただきます。

弊社判断により競合サービス取り扱い企業様のご参加をお断りさせていただく場合がございますので、

予めご了承ください。

近日開催セミナーのご案内 （予告なく、開催日程・内容等に変更がでる場合がございます）

人事ご責任者様・ご担当者様

WEBアプリ Zoom を使用（ブラウザ環境・アプリダウンロードともに無料です）

※接続方法や視聴用URLはお申し込み後、開催日の前日にご連絡させていただきます。

2023年12月26日（火）

WEB会議室への入室開始：14:50 / 開始 15:00 〜終了 17:00（予定）

100名様

DE&Iについてよく聞くけど具体的に何か知らない

開催概要

経営層からの指示でDE&Iを進めているものの何をすればいいかわからない

施策を進めているものの、効果があるのかどうかわからない

方針は掲げているものの実態が追い付いていないので離職者がでてしまう

戦略的人事構想会議とは･･･
「VUCAの時代＆人生100年時代において、ポスト日本型人材マネジメントのあるべき人事戦略構想を模索し、創り続け、発信する」。
これが、「戦略的人事構想会議」が提供するVALUEです。ティール組織やホラクラシー組織が話題になる中、主従関係の組織と個人の
ありようからの脱皮を図り、互いのパートナーシップによって能力を総動員していくことが人事には求められています。この構想会議
では、経営と個人の成長に寄与する「戦略的人事」へといかに進化していくのか、業界の実践者・学術者を交えて考えていきます。

12月22日(金) 13:30-17:30

セミナーの詳細・お申込み https://www.aand.co.jp/event/2023/10/04/6995/

第8回 戦略的人事構想会議
「労働移動の円滑化時代に企業が取り組む『キャリア自律支援』『リスキリング』の在り方とは」

人への投資の強化：三位一体の労働市場改革を推進するために、『いま、企業が本当にするべきことは何か？』という問いに対
して、キャリア自律やリスキリングを促進させる仕組み、新しい越境学習の在り方、労働移転における新たな退職金といった角
度から切り込むことで、課題の多面性を浮き彫りにし、新たな視点や取り組むべき施策のヒントとなる情報を実践企業・専門家
の話を踏まえ提供します。
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